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は し が き

昭和56年度は国の行財政のみなおしが叫ばれた年であり、国民生活の安定向上を

図るため、と bわけ国民の健康増進施策が問われた年であ 9生す。

本県においても能代火力発電所の建設進行や船川港の国家石油備蓄基地設置が検

討芯れ、県民生活に深いかかわ b合いが生じて参 b5生した。

環境保全対策としては、 「健康で暮しよい生活を実現するために」という課題の

もとに公害の発生防止、環境破壊の末然防止に重点を置き諸施策が進められました。

なかでも閉鎖性水域の一つである八郎潟調整池の富栄養化の調査は 2年目を迎え

いよいよ軌道にのりつつあります。

また二酸化硫黄の植物影響調査、土壌汚染調査等継続的に調査研究を重ねている

もののぽか、環焼監視網の整備充実を図つてお bます。

このた（犬昭和56年度年報第 9号を皆様にふ届けすることとなりましたのでご高覧

のうえご批判ご指埒を賜れは幸いど存じます。

昭和58年 1月

秋川県環境技術センクー

所長園部孝雄
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ー 沿 革

昭和45年 7月 1日 秋 センクー

昭和46年 4月 1|」

昭和46年10月 1日

昭和48年 4月 1日 テレメーター（系、

昭和48年 7月19日

昭和55年、 7月1日 公害技術七ンクー

昭和56午 4月1日 環徴保健部→ILi舌環撓部所），信

環境技術センタ三こ名称悦

l1 庁舎の概要

l ｛立 窟i: 秋田iij／叶裔‘ドド八橋 191~-18

2 敷地面柏 6,664.54犀

3 辻 物 炊筋コ／クリート沿 3p怜吐延1,959.48面

4 建物の主な1人］訳

1陪 テレメークー室、所長室、惰務室、凶，月卓、日、｛ラー室 624.58砿

2階 大気、囁音•最Ii./)、見氣、！し物、水質、ーピ員の行八桧完、 カスノロ横揺窒

3階会議‘点、 （財）秋田県分1)「化学こン，9！-

41情ペン 1ヽ/9、1グス

5階ペン 1ヽノ、ウス

車），ド（試料処理室含甘）

564. 58 111 

564.58屈

15. 54 111』り

15.54侃

174. 66砿
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＂
皿 組 織

1 機構と事務分掌

管理係 人事、予算、給与、物品、財産、庁舎管理、
→ 

次長

(1名）

(5 名）

大気科

(3 名）

大気汚染の調査研究
-> 

騒音、振動、悪臭の測定調査研究

所長
次長

(1名）

主任専門 専 門

＇ー研究員ー一湿研究

(2名） （1名）

水 科 図撹水員試験、工場・事業場排水閏査
-> 

(4 名） PCB環境汚染研究

士質科 土壌農｛乍物農薬の直宜研究
→ 

(3 名） 鉱山廃菜物の調査研充

テレメークー係 テレメーター、ンステムによる公害常時監視

(4 名）

2 職員配置

57. 4. 1現在
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3 職員名簿

57. 4. 1 現在
・・--・  

昭和 57年度 I昭和 56年度
科係名 職 名 仰 考

氏 名 氏 名 I

所 長 1I 園部 孝雄 園部孝雄 II 
----~-----1 

次 長 水木孝四郎 水木孝四郎
,. 

II I三 浦 竹治郎！三浦竹治郎

鼻誓~贋 1 ．． 藤盛 義英 藤盛義英

一己t " "̂ 

II 

1 大橋 猛大橋 猛

専門研究員 片岡 宝 1 片岡 実

主 事 ー．．

長谷川

＂ 工 藤

運転技師 1 菅原 秋よ 1'「 原 秋 志

I ＂ 鈴木 春樹 鈴木春樹

主 任 吉田昇

技 師 1 杉本俊比古 古］

I " I井島辰也 也

- 6 -



科

職

・
一

科

名係

一

質
水

科

主

＂ 

技

＂ 

＂ 

土質科~科

II 

I 
！主

-----

技

テレメーター係 係

主

技

＂ 

9 ! 

名 昭氏和 56年名度ー一C和 57:

長（兼） （兼）
大橋 猛大橋猛

任 ！瓜生信彦

小玉幹生

師 湯川幸郎 湯 ___I!一幸郎 I
片野登片野登

大友久利 大友久利

長（兼）
大橋 猛

池田清一
| 

任武藤公二訊 眉 、 公 二
| 

師 松田恵理了 杜、田恵理子 I

信太 複

長（兼 ）
片岡 実

（兼） ！ 

藤盛義茨
-,—-

任 国部十二郎 ［可訊十二郎

I 
師 ， 斎

| 

神馬 諭

泰良幸男 泰良幸男

斎藤勝王 吝 1/f）］伶美

表
iJ
 

,
 

-
.
 

＂ 

＂ 

" 

備考

環境保全課から

湯沢保健所へ

衛生科学研究所へ

新規採用

秋田保健所から

大館保健所へ
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IV 
予 算

（単位：千円）

款

衛生

項

| 

費！環境衛生費

I 

I 

計

，
 

l
 

目

公害対策費 I報

―

＿

一

備

,

1

 

9

,

'

 

度
額

4

2

-

6

0

8

-

4

3

8

8

2

0

2

5

4

2

1

6

1

3

7

1

7

1

-

0

6

2

8

2

 

8

4

0

1

8

6

3

9

2

5

2

3

＿
 

年
算

L

-

3

2

似

几

几

瓦

訟

5757予
一

一

ー

ー

＿

ー

ー

i

_

―

ー

―

ー

度
額

0

2

5

5

7

6

1

2

5

9

0

8

7

6

5

2

-

4

4

9

6

1

5

-

1

0

9

9

0

5

7

3

6

2

1

0

1

1

0

 

年
算

L

3

2

9

L

L

5

1

公

3

1

1

1

9

 

5656予

l

I
I
I
I
I
l
_

ー
,
_
ー
|
―

-
I
•
I
I

―

酬

費

金

穀

穀

毀

費

料

び

料

穀

毀

助

金

費

及

負

一

久

補

付

節

済

飢

一

用

務

註

料

倍

―

請

囮

金

交

課

i

ー

用

事

品

担

び

一

共

賃

報

一

旅

需

役

委

供

貸

一

ェ

一

備

負

及

公

考

- 8 --



＞＇ 主 要 機 器

格［数

［ 

I 
----三

l一贔晶 ［誓｝LI 24 I 
デジタル粉じん計 柴 田 A—703 1 3 __  

--

オキシダント自動測定機 1 儡疇］口 TG詈ご嘉 1 6 1 
l - .  

逆 転層測定装置］小笠原 TR--610 I 1 

炭化水素自動測定機 1 9}立堀雙 A詞立芸°塁g 1--__ 2 

低温灰化 ー拮置 Iトラペロ卜 五A—302 ] :]  

分光光度計 1 日 立 139 島沖UV150 I 2 I 
- ---- II 

赤外線分光光度計 1 東芝ベックマン IRー33 1 
- - -

自記分光光度且I• I 日 立 323 I 1 1 

-」

積分球式濁度届I~ 1 日一本粕密竺：竺竺三]〖- I l 

紫外線吸光自記分光光度[+ | 日 す 356 l 1 
, _ _ 

原子吸光分光光度計 I.息計岱闊窟．讐畠 I 5 I 
水銀測定翌置 1 理学マーキュリー 1 2 1 

ガスクロマトグラフ l 喜 言齋二野7八 i 6 I 

自動 イ オ ウ 分析装置 1理学電気 サ lレファX I l I 

炎光光度検出 器 i 品 i,-『 EPP-A I 1 l 
金屈成分抽出装置 1 日 立 550 I 1 ! 

藻類培韮涙置 1 伊籐襲乍所 AGP-150R l 1 I 

! II I 
T O C 測定機 1 日木分光 524B型， i 1 I 

名 l規

風 向・風直計！ヽ上電畠 輩二盗

一酸化炭素自動測定機ロデ雪百腐

二酸化硫黄自動測定機 員気化工 賃誓H—73

窒索酸化物自動測定機 l

機 器

一

星

，

備 考

-I 

6

8

 ー

- 9 -



―

―

―

 ＇ 

2

C

1

1

1

1

-

1

1

1

1

1

1

1

1

 

―

_

 

数

ー

フ

ー6

p
 

格

比

-

3

0

S

4

レ
＿

A

M

-

3

I

 

O

O

E

u

-

0

5

S

 

0

1

2

0

A

T

H

)

5

=

 

30

↓
K

-

5

I

P

↓

Y

S

B

S

ヨ

』

心

R

G

G

』

L

C

菜
s

.

(

>

4

i

K

N

M

s

k

L

一

エ

ス

p

>

業

学

。

ヽ

規

立

り

一

詞

本

立

立

噂

本

津

]

[

,

パ

[

す

禾

高

リ

＿

―

―

―

紀

一

高

日

同

杞

島

：

日

オ

タ

ヤ

い

計

計

置

置

一

式

置

置

フ

機

鏡

器

船

庫

輝

置

耀

装

乞

―

装

”

[

信

と

生

ッ

ン

5

閂

理

i

J

卜

祖

微

定

冠

騒

一

振

発

タ

サ

装

処

校

マ

質

ィ

レ

出

ス

I

水

計

口

鳥

顕

澗

化

二

抽

ス

ン

タ

F

ン

ク

壮

酸

夕

i

料

力

『

―

掛

、

ソ

体

子

二

試

メ

動

ォ

液

粒

物

境

ジ

ダ

道

壌

準

ン

レ

自

準

速

遊

煙

デ

土

棟

ア

テ

全

標

高

浮

生

環

機 器 名

一

塁

ー

上
困は 考

乾 農

監 視 む用
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